
健育会グループ　第8回TQM活動発表セミナー　演題⑨

名

分

回 ％

活 動 状 況

　平成25年4月～12月 平均会合時間 40

会合回数 10 平均会合出席率 100

参考にしたグルー

プ内の過去事例

施設名：　ふれあいクリニック　／　演題名：　通所リハビリとしてのレクリエーションの活動量を増や

そう

チ ー ム の 名 称 　輝喜物語（かがやきものがたり）

リーダー名（職種） 　　　小野寺　徳寿　（ケアワーカー）

チ ー ム の 人 数 5

改 善 の 指 標 と

そ の 目 標 値

（指標）活動時間の向上、ご利用者の参加率

（目標値）活動時間40分増加　レクリエーション参加率　70％を目指す。11月、12月以降80％を維持

する。

実 施 し た 対 策

①レク計画カレンダー（月間）を作成。②ご利用者から希望アンケートを取る。

③月1回のデイケア会議にて新しいレクリエーションを考える。④職員の役割分担を決める。

⑤職員のレクリエーションの指導、勉強会を実施。

改善指標の、対策

実施前後の変化

（実施前）　活動時間　平均48分　　活動参加率　53％

（実施後）　活動時間　平均89分　　活動参加率　80％

活 動 の 種 類 質・安全・能率・CS・モラール・コスト 取 り 組 み 種 別 問 題 解 決 型 ・ 課 題 達 成 型

改善しようとした問

題 課 題

デイケアとしての特色を活かす為、レクリエーション活動時間の向上を課題とした。

演 題 名 デイケアご利用者におけるレクリエーション活動時間の向上

施 設 名 介護老人保健施設　　しおん 発 表 者 沖津　圭史　(ケアワーカー)
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